
R03B4_1計画シート 

単元ごとの指導と評価の計画・記録シート 

科目名 生物基礎 学年類型 １年 単位数 ２単位 １校時時間 50分 

単元名 神経系と内分泌系による調節 予定時間 ９時間 

単元の観点ごとの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

神経系と内分泌系による調節について，か

らだの状態の変化の実験などを行い，神経

系と内分泌系がからだの調節に関係して

いることを理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，実験などに

関する基本的な技能を身に付けている。 

神経系と内分泌系による調節に

ついて，観察，実験などを通して

探究し，規則性や関係性を見い

だして表現している。 

 

神経系と内分泌系による調節に

主体的に関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

時間 授業のねらい・学習活動 
重点項目・記録 評価規準とその手段 

知技 思表 主態 授業チェックと改善方法 

１ 

・運動によるからだの変化を調べさせ， 

変化が起こった理由を考察する。 

 

  ◎ 

・運動をしたときに生じるからだの状態

の変化に関する記録から，主体的に関

わり,見通しをもったり振り返ったり

している。［実験プリント］ 

過去の学習内容を振り返って今回の変

化を考えることができていない生徒が多

い。授業の導入で過去の単元を振り返る

時間を設けるなどの対策が必要。 

２ 

・体内での情報伝達には，神経系と内分 

泌系の二つの仕組みがあることを理解

する。 

・神経系は，中枢神経系と末しょう神経 

系に分けられることを理解する。 

○   

・神経系と内分泌系の仕組みの違いにつ

いて理解している。 

中学でどこまでを学習しているのか，

事前に確認しておく必要があった。その

復習から始められるとよかった。 

３ 

・脳の構造と働きを理解し，脳死と植物 

状態の違いを考える。 

  ◎ 

・神経系の分類ができ，情報の伝達方法 

の仕組みを理解している。 

・脳の構造と働きについて理解し，脳死 

と植物状態の違いを主体的に考えよう

としている。［授業プリント］ 

臓器提供の意思表示についても考えて

話し合う機会とできたらよかった。 

４ 

・自律神経系の働きについて理解する。 

・１時間目に実施した実験で見られた運

動の前後の変化において，自律神経系

がどのように働いていたかを考える。 
 ◎  

・自律神経系の分布とその作用を理解し

ている。 

・１時間目に実施した実験の結果は，自 

律神経系がどのように働いたことによ

るものかを見いだして表現している。 

［実験プリント］ 

プリントへの記述だけでなく，発表の

機会を設けるとよかった。 

考察・推論 

観察・実験の実施 

表現の伝達 

自然事象に対する気付き 

考察・推論 
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５ 

・内分泌系による情報の伝達と調節につ

いて理解する。 

・ヒトのおもなホルモンとその働きを理

解する。 

 

  

◎   

・内分泌系の働きについて理解している。 

・内分泌腺とホルモン及びおもな働きに

ついて理解している。［小テスト］ 

１時間の間に学習と知識の定着を行う

のは難しく，小テストを継続的に実施す

る必要があると感じた。 

６ 

・ホルモンの分泌，作用について及び分 

泌量の調節について理解する。 

・フィードバックが働かなくなった場 

合，どのようなことが起こるか考えさ

せる。 

 ○  

・フィードバックがはたらかなくなった

らどうなるか，意欲的に見通しをもっ

て考えようとしている。 

言葉だけでなく，グラフを用いて表現

させることに取り組んでもよかった。 

７ 

・体内環境と恒常性について理解する。 

・血糖濃度の調節の仕組みについて理解

する。 

 
 ○  

・体液の移動と状態維持のためにはたら

く器官系について理解している。 

・血糖濃度がどのように調節されている

かを理解し，糖尿病の原因について考

えようとしている。 

糖尿病患者における血糖濃度の変化を

グラフから考えさせる思考学習に取り組

んだ。 

８ 

・体温の調節や水分量と塩分濃度の調節

の仕組みを理解する。 

   ○ 

・各調節の仕組みを理解して，日常の生 

理現象と関連付けて考えることができ

ている。 

塩分濃度については，浸透圧について

の説明も必要だと感じた。 

９ 

・血液の循環を維持する仕組みについて

理解する。 

 
〇   

・血液の成分とおもな働きについて理解

している。 

血液凝固の線溶の現象から日常で起こ

りうる梗塞についての関連付けをした。 

 
 ペーパーテスト 

◎ ◎  
 

 

※重点項目について，「◎」は総括の資料とするもの，「○」は，総括の資料とせず，不満足な場合は何

らかの指導を行う。 

 

 


